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序

石岡市は平成 17 年に八郷町と合併し、今年度でちょうど、10 周年になります。

石岡地区は古代には国府がおかれ、常陸国の政治や経済の中心地となりました。

現在でも常陸国分寺跡や常陸国分尼寺跡、常陸国府跡といった国の史跡が存在し、

往時の姿を今に伝えています。

一方、八郷地区は近年、主として奈良・平安時代の国府に瓦を供給した窯跡で

ある瓦塚窯跡が発掘調査され、34 基にわたる瓦窯が確認されました。国分寺に

葺かれる瓦のほぼ全ての文様が確認されることから長期間にわたる操業が判明

し、結果的に全国的にも最大規模となる窯の数となりました。さらに、今回の発

掘調査では縄文時代前期の集落が確認され、八郷地区の歴史がいっそう豊かなも

のとなりました。

石岡市としては今後、石岡市の持つ豊かな自然と史跡の調和を目指し、町づく

りを推進していく予定です。この発掘調査報告書が手にとって頂いた皆様から、

石岡市の歴史の奥深さを感じていただければ幸いです。

最後になりますが、発掘調査から報告書作成にあたり、ご指導いただきました

全ての皆様に心より感謝申し上げます。

平成 28 年 3月

石岡市教育委員会

　教育長　櫻井　信



例　　言
１．本報告書は茨城県石岡市山崎に所在する北田向遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は市道 B6706 号線（美野里・八郷線）建設に伴い、石岡市の委託を受けて、株式会社東京航

業研究所が実施した。

３．発掘調査については、石岡市教育委員会の指導を受けて実施した。

４．本書の編集は株式会社東京航業研究所の柏山　滋が担当して、執筆は石岡市教育委員会の小杉山大輔、

柏山・諸星良一・内田健太が分担した。各項の文責は各文末に記載している。

５．調査内容および調査組織は下記の通りである。

　　所在地　茨城県石岡市山崎 2282 番２ほか

　　調査面積　905 ㎡

　　調査期間　発掘調査　平成 27 年７月 29 日～平成 27 年９月 28 日

　　　　　　　整理作業　平成 27 年９月 30 日～平成 28 年３月 18 日

　　事務局・調査指導

　　　　石岡市教育委員会教育長　　　　　　櫻　井　　　信

　　　　　　　　　　　　教育部長　　　　　宮　本　秀　男

　　　　　　　　　　　　次　　長　　　　　横　田　克　明

　　　　　　　　　　　　文化振興課長　　　武　石　　　誠

　　　　　　　　　　　　文化振興課長補佐　原　田　和　宣

　　　　　　　　　　　　文化振興課係長　　安　藤　敏　孝

　　　　　　　　　　　　文化振興課係長　　小杉山　大　輔

　　　　　　　　　　　　文化振興課主幹　　谷　仲　俊　雄

　　調査担当　　柏山　滋

　　調査補助員　内田健太

　　発掘調査および整理作業参加者　　

　　　　　　石割裕二郎　遠藤　幸子　笠原　悦子　川下　由満　菊池久美子　斉藤　雅司　

　　　　　　酒井　成男　島田真紀子　鈴木　晃　　高橋　恵子　田上　達恵　田口　陽祐　

　　　　　　田中　満男　田村　正則　千葉　静枝　塚田みつ子　富永　義明　永瀬　敬子　

　　　　　　永田　正博　西村久紀夫　野村　果央　林　なつえ　平野由美子　古川　貴弘　

　　　　　　本田　仁子　村井　健三　山羽　孝　　横溝　晴枝　渡辺喜代三

　　　　　　（敬称略）

６．発掘調査によって得られた遺物や記録類は、全て石岡市教育委員会で保管・管理している。

７．発掘調査から報告書の刊行まで、下記の方々・諸機関より御教示・御協力を賜った。記して深く感謝の

意を表する次第である。

　　石川太郎　窪田恵一　斉藤弘道　鈴木正博　細田勝　株式会社石塚造園　株式会社都重機

　　（順不同敬称略）



凡　　例
１．本遺跡において使用した略号は次の通りである。

　　北田向遺跡‥KDM-2015　竪穴住居跡‥SI　土坑‥SK　

２．遺構実測図中のレベルは海抜高、方位は座標北を示す。測量は世界測地系 2011 に基づき行った。

３．本文中の色調は『新版標準土色帖』（農林水産庁農林水産技術会議監修　財団法人日本色彩研究所色票

監修　2007 年度版）を用いた。

４．文中に掲載した実測図の縮尺は、原則として次の通りである。

　　全体図１：300、　住居１：60、　炉跡１：30、土坑１：40、　土器１：３、　石器１：１

５．遺物番号は本文、挿図、写真図版と一致する。

６．遺物観察表における法量の（　）内数値は推定値、<> 内数値は残存値を示す。

７．遺構内出土遺物の出土状態は、下記の記号を用いた。

　　●土器 ◇石器

８．挿図中のスクリーントーンは下記に示す通りである。

　　遺構図　　 ‥‥焼土範囲

　　遺物図　　 ‥‥繊維　　
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第１章　調査に至る経緯と調査経過

１−１　調査に至る経緯

平成 20 年６月 �3 日、石岡市長より市道Ｂ 6706 号線（美野里・八郷線）道路整備事業に伴い埋蔵文化財

の所在の有無及びその取扱いに関する照会が石岡市教育委員会教育長宛に提出された。これを受け、石岡市

教育委員会では担当部署と協議を行いながら随時、路線上の試掘調査を行ってきた。

当地は北田向遺跡の範囲に属しており、平成 24 年 �0 月 �7 日から �� 月９日にかけて試掘調査を行い、そ

の結果、縄文時代前期の土器及び土坑が確認された。

以上の結果を受けて、平成 25 年４月 �5 日付で石岡市長より「埋蔵文化財発掘の通知」が提出され、茨城

県教育委員会教育長より工事の着手前に本格的な発掘調査が必要である旨が通知された。

この通知を受けて、石岡市教育委員会では株式会社東京航業研究所に委託し発掘調査を実施することと

なった。� （小杉山）

１−２　調査の経過

発掘調査は、平成 27 年 7 月 29 日から 9月 28 日の約 2ヶ月にわたり実施した。

調査区は、市道 B6706 号線 ( 美野里・八郷線 ) の南側をA区、市道北側の西側平坦部を B区、市道北側

の東端傾斜部を C区とそれぞれ呼称した。調査で生じた排出土は調査区内および隣接地に仮置きする必要

があったため、まず南側のＡ区及び西側のB区を調査し、後に反転して残る東側のC区を調査した。

表土の掘削は、遺物包含層上面までを重機で行った。それが確認されない部分ではローム層上面まで掘り

下げた。切り株は、その下に存在する可能性がある遺構を傷つけないように、切り株の周囲を重機で掘り下

げた後に手作業で除去ないしは切り株を残したままその周囲を手作業で遺構確認面まで掘削した。

A区、B区は終了確認後、9月 �9 日にドローンを使用した空中写真を撮影した。C区は 9月 24 日までに

遺構を完掘し、9月 28 日に空撮、終了確認を行った。9月 29 日に重機、仮設トイレ、器材の撤収を行い、

現地での調査を完了した。

整理作業は平成 27 年 9 月 30 日から遺物の洗浄、注記を行い、�0 月 � 日から接合作業を行った。また、

平行して 9月下旬より STP( デジタル図化解析機 ) による図化作業を行っている。�0 月下旬より遺物の実測

作業と平行して遺構図のトレース作業を進めた。�2 月中旬から遺物実測図のトレース作業、原稿執筆作業、

図版作成、写真撮影などを行い、平成 28 年 2 月から報告書編集作業を行った。� （内田）
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１−３　調査の方法

調査区の座標は公共座標を基準に設定した。

調査区は東西に走る道路工事位置に設定されている。面積は 905 ㎡を測る。

調査にあたっては、重機を用いて表土・耕作土層を撤去し、主として人力で遺構確認面までの掘り下げを

行った。包含層及び遺構内出土の主たる遺物については、原則として光波測量機を用いて 3次元記録を実施

した。また、遺構については、デジタルカメラによる写真測量と手実測作業を併用した。写真撮影にあたっ

ては 35mmモノクロフィルム、35mmリバーサルフィルム、デジタルカメラ (�330 万画素 ) を併用し、適宜

記録撮影を行った。� （内田）

１−４　基本層序（第 �図）

今回の調査区は東西に長く、地形は西から東へ向けて低くなっている。そこでＢ区の西側に �号テスト

ピット（D－2グリッド）、東側に２号テストピット（Q－5・6 グリッド）と、２箇所で基本層序の把握および

旧石器時代の遺構・遺物の確認を行った。基本層序の概要は以下の通りである。

第Ⅰ層　7.5YR4/4　褐色土　　　　粘性ややなし、しまりややあり。ロームブロック（φ �0 ～ 20mm）　

　　　　　　　　　　　　　　　　���やや少量。ソフトローム層。

第Ⅱ層　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性ややあり、しまりりあり。黒色スコリア少量。ハードローム層。

　第Ⅲ層　7.5YR5/3　にぶい褐色土　粘性・しまりあり。黒色スコリア少量。ハードローム層。

第Ⅳ層　7.5YR6/3　にぶい褐色土　粘性ややあり、しまりあり。鹿沼軽石、褐灰色粒子やや少量。鹿沼軽

　　　　　　　　　　　　　　　　　石層への漸移層。

第Ⅴ層　2.5Y7/6　��明黄褐色土　　粘性やや無し、締りあり。鹿沼軽石多量。鹿沼軽石層。

第Ⅵ層　7.5YR5/3　にぶい褐色土　粘性・しまりあり。ハードローム層。� （柏山）
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第○○図　基本土層断面図（ 1：40 ）

第１図　基本層序図
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第２章　遺跡の位置と環境

２−１　地理的環境

石岡市は茨城県のほぼ中央部に位置し、南東には霞ヶ浦を望み、西方には筑波山系の山々が連なる。市域

は北東側で笠間市、東側で小美玉市、南側でかすみがうら市・土浦市、南西側でつくば市、北西側では桜川

市と接している。本遺跡は旧八郷町に位置しているが、平成 �7�年 �0�月１日をもって、石岡市と八郷町が

合併して石岡市となっている。

北田向遺跡は、旧八郷町の東端、ＪＲ常磐線の石岡駅から北へ約５㎞、羽鳥駅から西へ約 0.8�㎞、茨城県

石岡市山崎 2282 番地 2ほかに所在する。遺跡が立地する台地は、園部川の源流の一つがある難台山から南

に延びた低い稜線である厚茂峠の東側に広がる。台地の東端は、園部川から西に向かって幾本もの谷津が入

り込んでいる。そのような谷津の一つが東山崎集落の北側に位置する水田「北田」となっており、この田に

面する谷津と谷津に挟まれた舌状台地に北田向の地名が付けられている。この北田向と呼ばれた長靴形の台

地の「土踏まず」に当たる部分に本遺跡は位置する。標高は約 28.0 ～ 29.6 ｍを測る。今回の調査地点は遺

跡範囲の北側にあたる。調査前の現況は、市道Ｂ 6706 号線（美野里・八郷線）を挟んで南側が畑地、北側

が植林地であった。� （柏山）

山崎北田向遺跡

22

23

24

25

21
1

4
18

17

14
15

16

3 13

2

19
20

1210
11

8

9

5

7
6

26

27

０ 1kｍ
1:50,000

第○○図　遺跡の位置（ 1：50,000 ）
第２図　北田向遺跡の位置（��：50,000�）
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２−２　歴史的環境

園部川南岸に位置する本遺跡周辺では発掘事例が少なく、不明な点が多いが、茨城県教育財団による猫松

遺跡（27）、長原遺跡（26）、石岡市教育委員会による山崎塩海道遺跡（２）東成井山ノ神遺跡（６）などの

発掘調査が進められ、徐々にこの地域の歴史が明らかになっている。

猫松遺跡（27）では旧石器時代の石器集中区４ヶ所と縄文時代中期の住居跡、陥し穴、古墳時代前期～後

期の住居跡などが検出され、長原遺跡（26）でも縄文時代の陥し穴が２基検出されている。東成井山ノ神遺

跡（６）では、古墳時代～奈良・平安時代の住居跡や中世の地下式坑や溝跡が検出されており �4�世紀前後

の溝跡からは仏像鋳型が出土している。山崎塩海道遺跡（２）では縄文時代の土坑や遺物、平安時代の遺物

も少量ながら出土している他に、中世から近世にかけての溝跡や溝を埋めて横断する道路状遺構、土坑など

の遺構、カワラケや土師質土器、陶器などの遺物が出土している。この他、栄松遺跡（１）、東成井東原遺跡（７）、

西平遺跡（９）や脇山遺跡（�0）、小美玉市の逆瀬遺跡（８）などが周知されている遺跡となる。� （柏山）

第１表　周辺遺跡一覧表

遺跡
番号 遺跡名

時 代 ・ 時 期
遺跡
番号 遺跡名

時 代 ・ 時 期

旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良・
平安 中世 近世 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良・

平安 中世 近世

★ 北田向遺跡 ○ �4 向峯遺跡 ○

� 栄松遺跡 ○ ○ �5 西表遺跡 ○ ○

2 山崎塩海道遺跡 ○ ○ ○ �6 十二所遺跡 ○ ○ ○

3 西峯遺跡 ○ �7 神明塚古墳群 ○

4 清水頭遺跡 ○ ○ ○ ○ �8 山神古墳 ○

5 西久保遺跡 ○ �9 五万掘遺跡 ○

6 東成井山ノ神遺跡 ○ ○ ○ ○ 20 愛宕山古墳群 ○

7 東成井東原遺跡 ○ ○ ○ ○ 2� さど塚遺跡 ○

8 逆瀬遺跡 ○ 22 柴間・宮久保遺跡 ○

9 西平遺跡 ○ 23 厚茂古墳群 ○

�0 脇山遺跡 ○ ○ ○ 24 真家木崎遺跡 ○ ○ ○

�� 羽鳥館跡 ○ 25 真家館址 ○

�2 五万窪遺跡 ○ 26 長原遺跡 ○ ○

�3 西表北遺跡 ○ 27 猫松遺跡 ○ ○ ○ ○
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第３章　調査の方法と成果

３−１　概要

本調査は、道路整備事業に伴う記録調査を目的として実施された発掘調査である。今回の調査地点は北田

向遺跡の遺跡範囲では北側にあたる。本遺跡では試掘調査以外の発掘調査をこれまで行っておらず、今回の

調査が本遺跡での最初の発掘調査である。

本調査地点は、地理的環境の節にて述べたように、西から東へと延びる舌状台地の北東の端に位置する。

表土を掘削した時点で確認した微地形は、本調査地点内の南側にあたるＡ区、北側西寄りのＢ区はほぼ平坦

であるが、北側東寄りのＣ区は西から東に向かってやや緩やかな傾斜で下がっている。また、Ｂ区の中央部

はやや窪んでいる。その南のＡ区側にはこの窪みの続きが確認できないことから、浅く狭い小さな谷が台地

の北側から切り込んでいると考えられる。

遺構確認面は概ねソフトローム、場所によってはハードローム上面である。現地表面から遺構確認面まで

の堆積は浅く、遺構の遺存度は非常に悪かった。本調査地点において道路の南側にあるＡ区は耕作地として

利用されており、耕作土である表土を除去すると既にハードローム上面であった。ハードローム層に達する

耕作痕や、現代の農業資材廃棄物を含む掘り込みなどの攪乱が点在していた。一方で、道路の北側にあるＢ・

Ｃ区は植林地として利用されており、調査着手時は深く根を張った切り株が点在していた。また、大きなロー

ムブロックを主体とする単層のしまりの無い人為堆積層を覆土とする、植林地から若木を出荷するために掘

り返した跡と考えられる深い掘り込みも点在していた。

それら攪乱の間を縫うようにして調査を進めた結果、検出された遺構は縄文時代前期の竪穴住居跡９軒、

時期不明の土坑 14 基であった。遺物は合計で約 �,612 点、約 82,519kg 出土している。出土遺物は縄文時代

前期後葉の土器が主体にして前期前葉の黒浜式が少量みられるが、その他の時期の土器は非常に少ない。他

に石器などが出土している。� （柏山）

３−２　旧石器時代

今回の調査では、基本層序の節で前述したように、Ｂ区の西側と東側の合計２箇所にテストピットを設け、

基本層序の観察と併せ、旧石器時代の遺構と遺物の検出を試みた。両テストピットは鹿沼軽石層を掘り抜く

深さまで掘削した。いずれのテストピットも土層の堆積状況は良好であったが、旧石器時代に属する遺構や

遺物は一切検出されなかった。

しかし本調査では後期旧石器時代に属すると考えられる両極剥片が１点、剥片が１点出土した。いずれも

他時期の遺構や表土中から出土したものであり、原位置は不明である。

これらの２点の石器については、第４章「後期旧石器時代に帰属すると推定される２点の石器について」

にて詳述する。� （柏山）
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３−３　縄文時代

縄文時代の住居跡は、Ａ区において４軒、Ｂ区において５軒が検出された。これらの住居跡の検出は比較

的に困難であった。一つには前述のように本調査地点内は攪乱が多く、遺構の遺存状況が不良であったから

である。加えてこれらの住居跡の多くは、ソフトローム層を由来とする土が固くしまった状態で堆積したも

のを覆土としていた。このため遺構確認面であるソフトローム層上面では地山と遺構の覆土とが判別し難い

状況であった。ただし、６～９号住居跡では遺構確認面で、断面図では図示し得ない程に薄く一皮残った層

であるが、黒褐色（�.5YR3/1）土の堆積が確認できた。この黒褐色土層は、基本層序を確認した２箇所の

テストピットを含めた調査区内ではほとんど確認できず、他ではＢ区中央の浅く狭い小さな谷でのみ確認で

きた。これはソフトローム層の上に堆積していたであろう黒ボク土層の僅かな残りと考えられる。６～９号

住居跡以外は、この黒ボク土層の堆積が覆土の上層に全く残らない程に激しく、その上部が自然的あるいは

人為的な削平を受けていると考えられる。

このように住居跡の遺構プランの確認が困難な状況であったため、表土および遺構確認面上で出土した遺

物の分布が密な範囲を住居範囲と仮定し、想定される軸線で十字にトレンチを設定する他、時にはこれに加

えて放射状に複数本のサブトレンチを設定し断面の観察から住居跡の範囲を決定した。

結果として、炉が検出されたのは１・５号住居跡のみであり、ピットが検出されたのは８号住居跡のみで

あった。しかし、ある程度の平面規模を持ち底面が概ね平坦に掘り込まれている事や、出土した遺物の量か

ら、やや積極的ではあるがこれらを９軒の住居跡として取り扱った。

（１）住居跡

１号住居跡（第４～６図、図版２・６）

Ａ区の東側Ｆ・Ｇ－４・５グリッドに位置する。東側に２号住居跡が近接して分布している。各所に耕作

による攪乱を受けている他、北側は恐らく半分近くが調査区外に延びている。したがって全体を把握するこ

とは出来ないが、平面形は長軸が 2.60 ｍ以上、短軸が 3.4� ｍの楕円形を呈する。主軸方位はＮ－ 21°－Ｗ

を示す。検出面から床面までの深さは約 0.3� ｍを測る。壁面は外傾してやや緩やかに立ち上がる。床面は

基本層序の第Ⅰ層ソフトローム層中に形成されている。全体的にやや起伏がある。著しい硬化部分は認めら

れなかった。

炉跡はほぼ長軸線上に沿った床面の恐らくは住居のほぼ中央であろう場所に位置する。炉跡の北側約半分

ほどは、本遺構の範囲を確認するために調査区壁際に沿ってサブトレンチを設定して調査した際に検出する

事が出来ずに掘り抜いてしまい遺存していない。長軸 0.30 ｍ以上、短軸 0.36 ｍの楕円形を呈する地床炉で

ある。主軸方位はＮ－ 21°－Ｗを示し、遺存状態は不良である。皿状に浅く窪み、底面では被熱による硬

化範囲を確認することが出来なかった。

遺物は、縄文土器が 113 点で 1,126 ｇ、石器が１点で 9.0 ｇ出土した。このうち縄文土器片９点を図示した。

１～３は半截竹管状工具により爪形文を施された深鉢の口縁部破片である。１は波状口縁で、口縁に沿っ

て爪形文と平行沈線文が巡っている。口唇部には鋸歯文状に刻みが施されている。２は口縁にそった２条の

爪形文により横位に区画している。残存部を見る限り区画内を充填する要素の一つは円形刺突文である。３

は口縁に沿って凸型変形爪形文が巡っている。

４～６は深鉢の胴部破片である。４、５は平行沈線文が施されている。４は約５mmの高さの隆帯により
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縦位に区画している。隆帯には横位の浅い刻みが施されている。区画内は斜位の平行沈線が集合化して施さ

れている。５は平行沈線により横位に区画している。区画内は平行沈線による弧線文と円形刺突文で充填さ

れている。６は爪形文により横位に区画している。区画より下側に、撚糸ｒが施される。

以上は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも凸型変形爪形文が用いられる３は比較的に新しい浮島Ⅰｂ

式に比定できよう。

７は平行沈線文が施された深鉢の口縁部破片である。平行沈線文を口縁に２条沿わせて横位に区画し、１

条の平行沈線により縦位に区画し、区画内に肋骨文を施している。胎土は繊維を多く含む。黒浜式に比定で

きよう。

第４図　１号住居跡

１号住居跡炉
１　7.5YR4/4　褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子やや少量、

ロームブロック（φ10～20mm）、焼土粒子やや多量、
焼土ブロック（φ10mm）少量。
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第○○図　石岡市北田向第１号住居跡炉（ 1：30 ）

第５図　１号住居炉跡

１号住居跡
１　7.5YR4/4　褐色土　　　　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子やや多量、

ロームブロック（φ10～40mm）やや少量。
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８は浅鉢の口縁部破片である。短く直立する口縁と水平に近く張り出ている肩部との間の屈曲部には爪形

文が巡っている。口唇部には鋸歯文状の刻みが施されている。肩部には平行沈線で木葉文が描かれ、その上

端部付近に焼成前穿孔が見られる。諸磯ｂ式中ごろの複段内湾浅鉢に比定できよう。９は結節回転文が施さ

れた深鉢の胴部破片で、大木２ａ式に比定できよう。

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ｉ式期と考えられる。

２号住居跡（第７・８図、図版２・６）

Ａ区の東側Ｇ－４・５グリッドに位置する。西側に１号住居が近接して分布している。東側では３号住居

跡と重複しており、本住居跡の方が古い。北側は恐らく半分近くが調査区外に延びている。したがって全体

を把握することは出来ないが、平面形は長軸が 2.61 ｍ以上、短軸が 2.35 ｍ以上の不整な円形を呈する。主

軸方位はＮ－ �5°－Ｅを示す。検出面から床面までの深さは約 0.34 ｍを測る。壁面は外傾してやや緩やか

に立ち上がる。床面は基本層序の第Ⅰ層ソフトローム層中に形成されている。全体的にやや起伏がある。床

面に著しい硬化部分は認められなかった。

遺物は、縄文土器が 154 点で 1,236 ｇ、石器が１点で 1.5 ｇ出土した。このうち縄文土器片９点、石器１

点を図示した。

1～２は深鉢の口縁部破片である。１は平行沈線文を口縁に２条沿わせており、地文は単節 LRである。

２は爪形文を口縁に２条沿わせており、地文は単節RLである。

３～８は深鉢の胴部破片である。３は平行沈線でやや集合化した木葉文を描いている。４は爪形文により

横位に区画しており、地文は無節 Lである。５は爪形文により横位に区画しているが、その爪形文は間隔

をおいて刺突しながら平行沈線を引くのではなく、まず平行沈線を引いた後に爪形に刺突するという手順で

施文されている事が観察できる。破片上には横位で２条の平行沈線が引かれており、破片の右側ではこの２

条の平行沈線の間に爪形の刺突が施されている。しかし途中から徐々に刺突位置が上へとずれ、破片の左側

では上側の平行沈線上に爪形文が施される。これが「脱輪事故」なのか「車線変更」なのかは、破片が小さ

いために充分に検討する事はできない。地文は単純RLである。６・８は地文に撚糸Rを施した深鉢の胴部
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２・３号住居跡
１　7.5YR4/4　褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子やや少量、ロームブ

ロック（φ10～40mm）少量。
２　7.5YR4/4　褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子やや多量、ロームブ

ロック（φ10～40mm）やや少量。
３　7.5YR4/4　褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子やや多量。
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破片である。７は横位の短沈線を密に施す。

以上は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。

９は深鉢のやや内湾する胴部破片である。地文は単節 LRで胎土は繊維を多く含む。黒浜式に比定できよ

う。� （柏山）

10 はチャート製の無茎凹基の石鏃である。残存部の最大長 2.35 ㎝、最大幅 2.3 ㎝、最大厚 0.4 ㎝、重量 1.46

ｇである。先端が衝撃剥離と思われる樋状剥離により欠損しており、これを切るように再加工が施されてい

る。二次加工は、両面加工が施され横断面形が両凸状に仕上げられている。� （諸星）

本住居跡の時期は、出土遺物および３号住居跡との先後から、縄文時代前期後半浮島Ｉ式の比較的に古い

時期と考えられる。

３号住居跡（第７・９図、図版２・７）

Ａ区の東側Ｇ・Ｈ－４・５グリッドに位置する。西側で２号住居跡と重複しており、本住居跡の方が新し

い。東側が攪乱を受けている他、北側は恐らく半分近くが調査区外に延びている。したがって全体を把握す

ることは出来ないが、平面形は長軸が 5.24 ｍ、短軸が 2.28 ｍ以上の隅丸不整方形を呈する。主軸方位はＮ

－6�°－Ｅを示す。検出面から床面までの深さは約0.28ｍを測る。壁面は外傾してやや緩やかに立ち上がる。

床面は概ね平坦である。床面に著しい硬化部分は認められなかった。

遺物は、縄文土器が �3� 点で 6,899 ｇ、石器が２点で 16�.5 ｇ出土した。このうち縄文土器片 18 点、石器

１点を図示した。

1～９は深鉢の口縁部破片である。１～６は半截竹管状工具により平行沈線文が施されている。１は口縁

部に沿って幅 4mmの細い工具により横位に区画し、区画内には同一工具で鋸歯文が描かれている。地文は

単節 LR。２は波状口縁の波頂部であり、先端の上面には３条の刻みが付されている。波頂部外面には口縁

に沿うように平行沈線文が横位に施されている。３は口縁に沿って２条の平行沈線文が走り、その間に斜位

の刻みが付いた低い隆帯を持つ。地文は撚糸 Rを斜位に施す。４～６は波状口縁であるが、４は口縁に沿

う横位の沈線が複数条集合化している。５・６は有節平行線文が口縁に沿って２条以上巡るが、６の有節平

行線文は幅 13mmと広い。７～９は工具の支点を交互に換えて回転して施文されている。７は凸型変形爪

形文が口縁に沿って巡り横位に区画している。区画内は平行沈線文で木葉文が施されている。８は深鉢の波

状口縁部破片であるが、口縁に沿って凹型変形爪形文が２条巡り横位に区画している。その狭い区画内を横

位の横長な刺突文が１条巡っている。この区画外の下側には横位の平行沈線が少なくとも２条巡っている。

９は口縁に沿ってコンパス文２条により横位に区画している。区画内は平行沈線でやや集合化した菱形文が

描かれている。いずれも幅 10mmを測る幅広な工具で施文されている。

10～ 16は深鉢の胴部破片である。10は４本一単位の櫛歯状工具で鋸歯文が描かれている。地文は無節R。

11 は平行沈線文で縦位区画と肋骨文が描かれている。12・13 は平行沈線で木葉文が描かれているが、13 は

平行沈線２条とそれに挟まれた刻み付きの低い隆帯が一巡して横位に区画している。12 の地文は撚糸ｒ。

14 は単節 RLの地文の上に幅 10mmを測る広い縦位の平行沈線の集合条が施されている。15、16 の深鉢胴

部破片と 1� の深鉢底部は放射肋のない貝を用いた波状貝殻文を地文とする。

以上は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも変形爪形文やコンパス文が施されている７～９は比較的に

新しい浮島１ｂ式に比定できよう。

18 は、口唇部がギザギザに刻まれた口縁部に沿って、3mm幅を計る細い工具による爪形文が３条巡る口
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縁部破片である。地文として波状貝殻文が施されている。胎土は繊維を多く含む。黒浜式に比定できよう。

19 は花崗岩製の石皿である。大きく破損しているが残存部の最大長が 5.3cm、最大幅が 8.0cm、最大厚が

2.4cm、重量が 94.43 ｇを測る。片面が大きく凹み、磨耗痕がある。

本住居跡の時期は、出土遺物および２号住居跡との先後から、縄文時代前期後半浮島Ｉ式の比較的に新し

い時期と考えられる。

４号住居跡（第 10・11 図、図版２・７・８）

Ａ区の西側Ｄ・Ｅ－３・４グリッドに位置する。本住居跡の遺存状態は極めて悪い。各所に激しく攪乱を

受けている事に加え、遺構確認面まで掘り下げた時点でほぼ床面まで達していたと考えられる。北側で僅か

に残った壁の立ち上がりが確認できた以外は、本住居跡の範囲を平面でも断面でも確認する観察することは

出来なかった。ここでは表土中および遺構確認面で検出した遺物の分布範囲から推定した本住居跡の範囲を

図示している。

遺物は、縄文土器が 38� 点で 4,498 ｇ出土した。このうち縄文土器片 28 点を図示した。

1～ 13 は深鉢の口縁部破片である。１～５は半截竹管状工具により平行沈線文が施されている。１は口

縁に沿う１条の平行沈線文により横位に区画し、区画内には平行沈線文で集合化した菱形文が描かれている。

２は波状口縁で、口縁に沿う２条の平行沈線文により横位に区画し、区画内には平行沈線文で集合化した菱

形文が描かれている。３も波状口縁で、口縁に沿う２条以上の平行沈線文により横位に区画している。波状

口縁の波頂部は半円形に凹んでいる。４は口縁に沿う３条以上の平行沈線文が横位に施される。５は口縁

に沿う３条以上の平行沈線文により横位に区画しているが、これらの平行沈線文の間には低い隆帯がある。
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地文は撚糸 Rであるが、隆帯部分以外は擦り消されており、残った撚糸文がまるで隆帯上に施された刻み

のように見える。６、７は有節平行線文が施されている。６は口縁に沿う１条の有節平行線文の下に隆帯が

平行するが、この隆帯の上にも有節平行線文が施されている。７は波状口縁であり、口縁に沿って２条の有

節平行沈線が巡っている。口唇部には斜位の刻みが施され、波頂部の先端の上面には３条の刻みが付されて

いる。８は口縁に沿う１条の平行沈線文の下に平行して低い横位の隆帯が巡るが、この隆帯の上に横位の爪

形文が施されている。９～ 11 は爪形文が施されている。９は口縁に沿った２条の爪形文により横位に区画

している。区画内には爪形文で鋸歯文が描かれ、円形刺突文が充填されている。口唇部には刻みが付されて

いる。10 は口縁に沿った２条の爪形文により横位に区画している。区画内には斜位の平行沈線文が施され

ている。11 は波状口縁である。口縁に沿った２条以上の爪形文により横位に区画し、１条の爪形文により

縦位に区画している。12 は口縁部に沿って２条以上のコンパス文が巡っている。13 は横位の区画が無く、

口縁部の上端まで放射肋のある貝を用いた波状貝殻文が施されている。

14 ～ 24 は深鉢の胴部破片である。14 は２条の平行沈線文により横位に区画した上下に、平行沈線文で木

葉文が描かれている。15 は１条以上の平行沈線により横位に区画し、区画内は３条以上の平行沈線による

４号住居跡 B‑B'
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロック（φ10mm）少量。
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波状文で充填されている。その後、１条の縦長の刺突列で縦位に区画している。地文には放射肋のある貝を

用いた波状貝殻文が施されている。16 は４条以上の平行沈線により横位に区画している。このうちの上側

の２条の間に低い隆帯が一条巡り、この隆帯には斜位の刻みが付されている。1� は３条以上の平行沈線に

より横位に区画している。このうち下側の２条の間の空白帯を充填するように、横位の沈線で描かれた線

分が破線状に１条巡っている。地文は単節 RLである。18 は横位の平行沈線文で描かれた短い線分によっ
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て充填されている。19 は２条以上の凹型変形爪形文により横位に区画し、隆帯により縦位に区画している。

20 の地文は撚糸 Lであり、21 は、放射肋ない貝で波状貝殻文を描き、22・23 の地文は放射肋のある貝を用

いた波状貝殻文で、24 は貝殻背圧痕文である。25 は深鉢の底部破片であり、底面はナデ調整されている。

以上は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも変形爪形文やコンパス文が施されている 12、19 は比較的

に新しい浮島Ⅰｂ式に比定できよう。

26、2� は胎土に繊維を多く含む土器片である。26 は深鉢の波状口縁部破片であるが、口縁に沿った２条

の爪形文により横位に区画し、その間の空白帯を円形刺突文の列が１条巡り充填している。また１条の平行

沈線文とその上から施された円形刺突文とにより縦位に区画している。区画内は平行沈線で肋骨文が描かれ

ている。口唇部には斜位の刻みが付されている。地文は撚糸文である。2� は深鉢の胴部破片であり、３条

以上の爪形文が弧線文を描いている。それらの間の空白帯を横位の沈線による線分文が破線状に１条巡り充

填している。これらは黒浜式に比定できよう。

28 は浅鉢の口縁部破片である。残存部分が少なく文様も確認できないが、その形状から諸磯式の内湾浅

鉢であろう。

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ｉ式期と考えられる。

第 13 図　５号住居炉跡

５号住居跡炉
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性あり、しまりややあり。焼土粒子少量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性あり、しまりややあり。炭化粒子少量。
３　7.5YR4/4　褐色土　　粘性あり、しまりややあり。焼土粒子、焼土ブ

ロック（φ10mm）やや多量。
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第 12 図　５号住居跡

５号住居跡 A‑A'
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子やや多量、

ロームブロック（φ20～40mm）多量。
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５号住居跡（第 12 ～ 15 図、図版２・８・９）

Ｂ区の中央西寄りＧ－２・３グリッドに位置する。各所に激しく攪乱を受けている他、北側は恐らく半分

近くが調査区外に延びている。したがって全体を把握することは出来ないが、平面形は長軸が 3.01 ｍ以上、

短軸が 3.4� ｍの楕円形を呈する。主軸方位はＮ－ 13°－Ｗを示す。検出面から床面までの深さは約 0.20 ｍ

を測る。壁面は外傾してやや緩やかに立ち上がる。床面は全体的にやや起伏がある。床面に著しい硬化部分

は認められなかった。

炉跡は長軸線上に沿った恐らくは床面中央であろう場所に位置する。長軸 0.96 ｍ以上、短軸 0.66 ｍの楕

円形を呈する地床炉である。遺存状態は不良である。皿状に浅く窪み、底面には焼土が確認できるものの硬

化する程の被熱範囲は検出できなかった。

遺物は、縄文土器が 6�3 点で 8,429 ｇ、石器が２点で 16�.5 ｇ出土した。このうち縄文土器片 18 点、石器

１点を図示した。

1～ 15 は深鉢の口縁部破片である。１～７は半截竹管状工具により平行沈線文を施されている。１は口

縁に沿った１条の平行沈線により横位に区画し、区画内は平行沈線で描かれた２条以上の波状文で空白帯が

充填されている。口唇部には斜位の刻みが付される。２・３は波状口縁である。２は口縁に沿った平行沈線

文が１条巡っている。３・４は口縁に沿った平行沈線文を２条巡らせて横位に区画し、区画内は集合化した

平行沈線文で充填されている。５は口縁に沿って平行沈線文を２条以上巡らせて横位に区画しているが、２

条の間の空白帯を充填するように、横位の沈線で描かれた線分が破線状に１条巡っている。６・７は波状口

縁であり、区画内は平行沈線で弧線文が描かれている。特に７の弧線文の中で文様の中央に描かれた弧線文

は末端を爪形に刺突することで平行沈線文が丸く閉じられている。８・９は口縁に沿った２条の有節平行線

文により横位に区画している。９では区画内に平行沈線によって波状文を描いて充填している。10 は口縁

に沿った３条以上の爪形文により横位に区画する波状口縁であるが、波頂部の中軸線上に焼成前の穿孔を一

つ有する。11 は口縁に沿って２条の凸型変形爪形文が横位に区画している。12 は口縁に沿った２条以上の

凹型変形爪形文により横位に区画しているが、２条の間の空白帯を充填するように、横位の沈線文で描かれ

た短い線分が破線状に１条巡っている。13 は口縁に沿った２条以上のコンパス文により横位に区画してい

る。14 は口縁に沿って横位の低い隆帯が巡っているが、この隆帯の上を指頭で押圧した凹凸文が施されて

いる。15 は放射肋のある貝殻をやや小幅にロッキングした波状貝殻文で幅 15mmほどの横位区画帯を口縁

に沿って描いている。一方で区画内は放射肋のない貝殻で波状貝殻文が施されている。

16 ～ 30 は深鉢の胴部破片である。16 は平行沈線文１条により横位に区画し、区画内は放射肋のある貝殻

による波状貝殻文で充填されている。1� は平行沈線文２条以上により横位に区画し、２条の間の空白帯を

充填するように、横位の低い隆帯が巡る。隆帯の上は爪形文が１条廻っている。18 は約 11mmを測る幅広

の半截竹管工具にって施された平行沈線文で木葉文が描かれている。19 ～ 21 は平行沈線文２条以上により

横位に区画している。19 の区画内は平行沈線文で描かれた２条の鋸歯文で充填されている。20・21 の区画

内は２条の平行沈線で描かれた菱形文で充填されている。地文は撚糸 L。22 は斜位の平行沈線が集合化し

て充填している。23 は横位の平行沈線文で描かれた短い線分が破線状に２条以上巡っている。24 は横位の

凸型変形爪形文が１条巡っている。25・26 は凹型変形爪形文が２条以上巡っているが、26 は約 11mmを測

る幅広の半截竹管工具が用いられている。25 は地文に放射肋のある貝殻による波状貝殻文が施されている。

2� は横位のコンパス文が１条巡り、地文には放射肋のある貝殻による波状貝殻文が施されている。28 は輪

積痕上に指頭押圧による凹凸文が横位に巡っている。29 は地文が撚糸 Rの、30 は地文が放射肋のある貝殻
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第 14 図　５号住居跡出土遺物（１）
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第○図　５号住居跡出土遺物（１）
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による波状貝殻文の土器片である。

31 は深鉢の底部破片であり内外面共にタテヨコにナデて表面を調整している。

32 ～ 34 は浅鉢の破片で、32 はラッパ状に外反する口縁部破片である。口唇部には横位の刺突文の列が１

条巡っている。その下側に斜位の刻みが集合化して横位区画帯を形成して巡っている。33 は台付浅鉢の底

部破片である。底面の縁を断面形が三角の台が巡っている。台部の外面は磨かれている。34 は浅鉢の底部

破片である。内外面共に横ナデで調整されている。

以上はおよそ浮島Ｉ式の土器に比定できよう。中でも変形爪形文やコンパス文が施されている 11 ～ 13、

24 ～ 2� は比較的に新しい浮島Ｉｂ式に比定できよう。ただし、凹凸文が見られる 14、28 は浮島Ⅱ式が妥

当と考える。

35 は胎土に繊維を多く含む深鉢の口縁部破片であり、やや外反している。地文は単節 RLである。この

土器は黒浜式に比定できよう。

36 は平行沈線文を短い線分で破線状に施し、横位と縦位に区画している深鉢の口縁部破片である。地文

は単節LRである。3�～ 39は深鉢の胴部破片である。3�は４本歯以上の櫛歯文により横位に区画している。

地文は単節RLである。38 は平行沈線文を短い線分で破線状に施して縦位に区画している。地文は単節 LR

を異方向に施し、羽状縄文風にしあげている。39 は諸磯ｂ式、それ以外も諸磯式の土器片と言えよう。

（柏山）

40 はホルンフェルス製の無茎凹基の石鏃である。最大長 2.2 ㎝、最大幅 1.5 ㎝、最大厚 0.35 ㎝、重量 0.8�

ｇである。素材は剥片であり裏面に主要剥離面を残している。背面はほぼ全面に裏面は部分的な周辺加工が

施され器体が仕上げられている。� （諸星）

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ⅰ式期と考えられる。

第 15 図　５号住居跡出土遺物（２）
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６・７・８号住居
１　7.5YR4/4　褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒子、ロームブロック

（φ10～30mm）やや少量。
２　7.5YR4/4　褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒子、ロームブロック

（φ10～30mm）やや少量。
３　7.5YR4/4　褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒子、ロームブロック

（φ10～30mm）少量。

８号住居 P1～P4
１　7.5YR3/1　黒褐色土　粘性あり、しまりややなし。ローム粒子、ロー

ムブロック（φ10～20mm）やや少量。
２　7.5YR3/1　黒褐色土　粘性あり、しまりややあり。ローム粒子やや多

量、ロームブロック（φ10～20mm）多量。
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６号住居跡（第 16 ～ 19 図、図版３・10・11）

Ｂ区の東側Ｍ・Ｎ－４・５グリッドに位置する。南東側に９号住居跡が近接して分布している。南西側は

７号住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。北側は恐らく半分近くが調査区外に延びている。したがって

全体を把握することは出来ないが、平面形は長軸が 6.10 ｍ、短軸が 2.09 ｍ以上の隅丸の不整長方形を呈する。

主軸方位はＮ－ �4°－Ｗを示す。検出面から床面までの深さは約 0.33 ｍを測る。壁面は外傾してやや緩や

かに立ち上がる。床面は全体的に概ね平坦である。床面に著しい硬化部分は認められなかった。

遺物は、縄文土器が 614 点で 6,�23 ｇ、石器が５点で 12.1 ｇ出土した。このうち縄文土器片 65 点、石器

１点を図示した。

１～ 25 は深鉢の口縁部破片である。１は口縁に沿って４本歯の櫛歯文を３条以上巡らせている。内面は

磨かれ赤彩が施されている。２～ 1� は口縁に沿った１～５条の平行沈線文により横位に区画している。区

画内は、２～８は平行沈線で木葉文が描かれている。９・10 は平行沈線文で波状文が描かれている。11・

12・14 は斜位の平行沈線を連続して施文している。15 は半截竹管状工具を垂直刺突した爪形刺突文で充填

している。16 は横位の平行沈線間の空白帯に刻みを付した横位のやや高めの隆帯がある。11・12・14 は口

唇部に斜位の、13は鋸歯文状の刻みが付されている。２～４は撚糸ｒ、９はRR、13・14は軸縄不明にℓ・ℓ
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－ 22 － － 23 －
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を附加したものをそれぞれ地文とする。18～21は口縁に沿った１～２条の爪形文により横位に区画している。

区画内は、18では平行沈線文で木葉文が描かれ、19 は斜位の平行沈線が連続で施され、20 は円形刺突文で充

填されている。21 は補修孔を有する。22・23 は口縁に沿った１～２条の凸型変形爪形文により横位に区画

している。22は区画内に平行沈線で木葉文を充填している。23は口唇部に斜位の刻みを付す。24は口縁に沿っ

て１条のコンパス文により横位に区画している。コンパス文は約５mmを測る小径の半截竹管状工具で施文

されている。区画内は斜位の平行沈線文が施されている。25 は波状口縁部破片であるが、鋭角の三角形状

の波頂部を呈する。波頂部の上端部が短く外折し、両側面は小さな刺突文で充填されている。

26 ～ 58 は深鉢の胴部破片である。26・2� は４本歯の櫛歯文で施文されているが、26 は横位の櫛歯文の

集合条線文で、2� は斜位の櫛歯文の集合条線文である。28 は１列に並んだ円形刺突文により縦位に区画し

区画内は平行沈線で描いた肋骨文で充填している。29 ～ 34 は平行沈線文で木葉文を描いているが、32・33

は集合化が進んだ木葉文である。特に 32 は約 16mmを測る幅広の半截竹管工具で施されている。30 は撚糸

ｒ、31 は撚糸 Rを地文にする。35 は平行沈線で菱形文を描き、地文は撚糸 Rである。36 は平行沈線で集

合化した波状文を描いている。3� は肉厚の半截竹管状工具で横位の平行沈線を短い線分で小刻みな破線状

に施している。38 は縦位の平行沈線による線分を破線状に施している。39・41 は縦位の平行沈線を、40 は

斜位の平行沈線を連続施文している。40 は軸縄不明にｒを附加、41 は附加条 LR＋ R・Rを地文とする。42

第 19 図　６号住居跡出土遺物（２）
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は平行沈線により横位に区画し、有節平行線文により縦位に区画し、区画内は平行沈線で肋骨文を描いてい

る。43・44 は爪形文により横位に区画し、区画内を 43 では平行沈線による波状文が、44 は斜位の平行沈線

の連続施文が充填している。45 は爪形文で木葉文を描き、46 は斜位の爪形文を連続施文している。45 の地

文は LR。4� は放射肋の貝殻の側縁を地文に横位の平行沈線による波状文が連続施文される。48 ～ 50 は凸

型変形爪形文により横位に区画している。特に 50 は約 12mmを測る幅広の半截竹管状工具で施文されてい

る。一方で 48 は約４mmを測る幅狭の半截竹管状工具でやや集合化した木葉文が描かれている。49 の地文

は撚糸ｒである。51 は一見して浮島Ⅲ式の三角文に見えるが、腹部に抉りのある貝殻などをロッキングし

て施文したような規則的配列は見られず、棒状工具により横位に刺突したものである。52 が反撚り RR、53

が LR＋ Rと思われる。54・55 は放射肋のない貝殻による波状貝殻文を地文とし、56 ～ 58 は放射肋のある

貝殻による波状貝殻文を地文とする深鉢の胴部破片である。

59 ～ 61 は深鉢の底部破片であり、いずれも底面は磨かれている。60 は内面も磨かれている。

以上はおよそ浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも凸型変形爪形文やコンパス文が施されている 22 ～

24、48 ～ 50 は比較的に新しい浮島Ｉｂ式に比定できよう。

62・63 は胎土に繊維を多く含む深鉢の胴部破片であり、地文は 62 が付加条 RL＋ｒ、63 が単節 RLである。

62 は約４mmを測る幅狭の半截竹管状工具で横位の平行沈線文を施している。これらの土器は黒浜式に比

定できよう。

64 は末端が結節された反撚り RRを地文とする深鉢の胴部破片である。地文以外の文様が無いが諸磯式

に比定できよう。

65 は小さな刺突文で内側を充填した平行沈線文をＹ字状に描いているが、これは浮島Ⅰ式と併行する大

木３式に比定できよう。� （柏山）

66はチャート製の無茎平基の石鏃である。最大長2.55㎝、最大幅1.5㎝、最大厚0.45㎝、重量1.28㎝である。

先端がわずかに欠損している。両面加工により素材は不明であるが、二次加工により横断面形が両凸レンズ

状に仕上げられている。� （諸星）

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ⅰ式期と考えられる。

７号住居跡（第 16・20 ～ 25 図、図版３・11 ～ 14）

Ｂ区の東側Ｌ・Ｍ－４・５グリッドに位置する。東側に９号住居跡が近接して分布している。北東部は６

号住居跡と、南東部では８号住居跡と重複し、いずれも本住居跡の方が古い。北東部は６号住居跡に、南東

部は８号住居跡に壊されているため全体を把握することは出来ないが、平面形は長軸が 5.�3 ｍ、短軸が 4.66

ｍの隅丸の不整長方形を呈する。主軸方位はＮ－ 46°－Ｗを示す。検出面から床面までの深さは約 0.26 ｍ

を測る。壁面は外傾してやや緩やかに立ち上がる。床面は概ね平坦である。床面では著しい硬化部分は認め

られなかった。

遺物は、縄文土器が 1,908 点で 21,585 ｇ、石器が６点で 36.4 ｇ出土した。このうち縄文土器片 159 点を

図示した。

１～ 48 は深鉢の口縁部破片である。１～５は口縁に沿って１～３条以上巡らせた櫛歯文により横位に区

画している。１は５本歯の工具による櫛歯文を２条により横位に区画し、同じ工具で１列に刺突して縦位に

区画し、区画内も同じ櫛歯で波状文を描いている。２には補修孔があるが、貫通している穴の上部で重複す

る未貫通の穿孔痕がある。
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第 20 図　７号住居跡遺物出土状況
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６～ 25 は口縁に沿って１～２条以上巡らせた平行沈線文により横位に区画している。区画内は、６では

平行沈線で格子目文から崩れたような菱形文を描いている。焼成後、外から内へ穿孔される。７は縦長の刺

突文により縦位に区画し平行沈線で肋骨文を描いている。８～ 13 は文様区画内に平行沈線で木葉文が描か

れている。８は波状口縁であるが、波頂部の両側面には小円の刺突文が充填している。９には補修孔があ

る。11 ～ 13 の木葉文は集合化が進んでいる。９は撚糸ｒ、12 は反撚り LLである。14 の区画内には集合化

が進んだ菱形文が平行沈線で描かれている。15 ～ 18・23 は区画内に平行沈線文で横位の波状文が連続施文

されている。15 は 1 列の円形刺突文が、16 は１列の縦長な刺突文が縦位を区画している。16 は撚糸 Lで、

23 は単節 RLである。19 は刻みが付された隆帯により縦位に区画し、その両脇を隆帯に沿って半截竹管状

工具を用いた刺突文が施されている。区画内は平行沈線が連続施文されている。20・21 は区画内に斜位の

平行沈線を連続施文している。20 は棒状工具による刺突列で縦位に区画しており、口唇部には刻みがある。

22 は２条の平行沈線文間の空白帯に斜位の刻みが付された低い隆帯が巡っている。また口唇部にも斜位の

刻みがある。24・25 は波状口縁部であり、それぞれ波頂部が瘤状にふくれた突起を呈している。24 の瘤状

突起は外反するようにふくれ、楕円形を呈する上端面には肋骨文風に刻みが付されている。口唇部には斜位

の刻みが付されている。25 の瘤状突起は内湾するようにふくれ、瘤状突起の上面には３条の刻みが付され

ている。地文は軸縄不明にRを附加する。

26 ～ 28 は口縁に沿って有節平行線文を１～２条巡らせて横位に区画している。26 は区画内を平行沈線に

よる波状文が連続施文されている。2� は区画内を平行沈線で木葉文が施文されており、地文には放射肋の

ある貝殻による波状貝殻文が施されている。28 は平行沈線により縦位に区画されている。

29 ～ 43 は口縁に沿って爪形文を１～４条以上巡らせて横位に区画している。29 は２条の爪形文により横

位に区画した波状口縁の比較的に保存状態の良い破片である。区画内は平行沈線による木葉文が充填されて

いるが、この木葉文が施文された後から木葉文と重複して２条の爪形文が縦位に施されている。波頂部の中

軸線上を貫くこれらの縦位の爪形文からは、もはや縦位区画の役割は喪失している。地文は撚糸 Rが施さ

れている。30 は区画内に平行沈線で木葉文が描かれており、口唇部には斜位の刻みが付されている。地文

は撚糸 RLである。31 の区画内も平行沈線で木葉文が描かれているが、やや崩れた木葉文である。32 は横

位区画をなす２条の爪形文間の空白帯に刻みが付された隆帯が巡っている。区画内は爪形文で木葉文が描か

れている。33 ～ 3� の区画内は平行沈線で波状文が描かれている。33 は単節 LRを施す。35 は平行沈線に

よる線分を破線状に施して、3� は隆帯で縦位の区画をなしている。35・36 の口唇部には斜位の刻みが付さ

れている。34・36 の地文は軸縄不明にRを附加する。38 の区画内は斜位の沈線の連続施文であり、口唇部

には刻みが付されている。39・40 は横位の爪形文間の空白帯に隆帯が巡っている。39 は斜位の刻みが、40

は爪形文が隆帯の上に施されている。39 は波状口縁部破片であるが、波頂部が瘤状にふくらんでいる。41

の口縁部は小さく外折し、撚糸 Lを地文とする。42 は区画内に爪形文から平行沈線の施文を省いた爪形刺

突文が充填されている。

44 は口縁に沿ってコンパス文を２条以上巡らせて横位に区画している。口唇部には斜位の刻みが付され

る。45 は口縁に沿って低い隆帯を巡らせて横位に区画しているが、口唇部からこの隆帯までを含めた一帯

に斜位の沈線を連続施文している。46 は口縁に沿って斜位の刻みを付された低い隆帯を２条以上巡らせて

横位に区画している。4� は一見して浮島Ⅲ式の三角文に見えるが、腹部に抉りのある貝殻などをロッキン

グして施文したような規則的配列は見られず、棒状工具による斜位の刺突文と考えられる。48 は放射肋の

ない貝殻による波状貝殻文を地文としている。
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第○図　７号住居跡出土遺物（５）

第 25 図　７号住居跡出土遺物（５）

49 ～ 135 は深鉢の胴部破片である。49 ～ 53 は口縁に沿って４本歯の櫛歯文を１～３条以上巡らせ横位を

区画している。49 は横位の櫛歯文間の空白帯に斜位の刻みが付された低い隆帯が巡っている。50 は横位の

櫛歯文が３条以上巡っているが、この内の上側の一条の櫛歯文に爪形の刺突文が重ねて施されている。51

は附加条 RL＋ R・R、52 は直前段多条の RLである。53 は区画内に４本歯の櫛歯文で縦位に連続施文して

いる。54 は４本歯の櫛歯状工具による刺突により縦位に区画している。

55 ～ 58 は区画内に平行沈線で肋骨文が描かれている。55 は円形刺突文の列により縦位に区画し、無節R

を地文とする。形状から土製円盤として転用されている可能性がある。56 は平行沈線文を短い線分で破線

状に施し縦位を区画している。5�・58 は平行沈線とその上から付された円形刺突文の列によって縦位に区

画している。59 は約４mmを測る幅狭の半截竹管状工具で縦位区画を伴わない格子目文が描かれ、直前段

多条の LRを地文としている。

60 ～ 80 は区画内に平行沈線で木葉文が描かれている。64 は刻みを付した比較的に高い隆帯により横位に

区画している。木葉文の余白を、6� は平行沈線で描いた小さな菱形文で、�3・�4 は円形刺突文で充填して

いる。�1 は形状から土製円盤として転用されている可能性がある。地文は 60 が反撚り LL、61・66・69 が

軸縄不明に L・Lを附加、65・6�・�5・�6 が撚糸 R、68・�0 が撚糸ｒ、�3 が無節 R、�9 が撚糸 L、�1・80

が射肋のある貝殻による波状貝殻文である。81 ～ 89 は区画内に平行沈線で波状文が描かれている。83 は

平行沈線文を短い線分で破線状に施し縦位に区画している。8� は約 3mmを測る幅狭の半截竹管状工具で

まず縦位の平行沈線の集合条を施してから横位の波状文を描いている。地文は 83・84 が撚糸 R、85 が撚糸

L、89 が単節 RLである。90 ～ 94 は区画内に斜位の平行沈線で集合条が施されている。90 ～ 92 は平行沈

線により縦位に区画しているが、中でも 90・91 は区画文の平行沈線の上に縦位の平行沈線による線分を破

線状に施している。地文は、90 は撚糸文である。95 ～ 98 は区画内に縦位の平行沈線で集合条が施されてい

る。99 ～ 103 は平行沈線により横位に区画が施されているが区画内の文様が確認できなかった。100 は刺突

を付された横位の低い隆帯が巡っている。101は半截竹管状工具による刺突の列により縦位に区画している。

地文は 101 が単節 RLで、102・103 が放射肋のある貝殻による波状貝殻文で付されている。

　104 ～ 111 は爪形文を１～４条以上巡らせて横位に区画している。104 は爪形文間を巡っている斜位の刻み

を付した隆帯が２条あるが、その内の１条の隆帯からは約 15mmの長さの円筒状の突起が水平方向に延び

ている。109 は爪形文間を爪形の刺突を付した低い隆帯が巡っている。地文としては 106 は撚糸ｒ、10� は

撚糸 Lを、109 が放射肋のない貝殻による波状貝殻文を、110・111 が放射肋のある貝殻による波状貝殻文

を施されている。112 は爪形文で木葉文が描かれ、余白部を円形刺突文が充填し、撚糸ｒを地文としている。

113・114 は半截竹管状工具による爪形状の刺突の列により縦位に区画している。113 は平行沈線で弧線文が
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描かれ、114 は沈線で波状文が描かれている。

　115 ～ 119 は凸型変形爪形文を１～２状以上巡らせて横位に区画している。115・116 は凸型変形爪形文間

に爪形文を付された低い隆帯が巡っている。区画内は 116 ～ 118 が平行沈線によって木葉文を描き、119 は

約 3mmを測る幅狭の半截竹管状工具で施された平行沈線で波状文が描かれている。地文は 115 が単節 RL、

11� が無節 R、119 が条の太さの異なる無節Rである。120 は凸型変形爪形文で木葉文が描かれている。121

～ 123 はコンパス文を巡らせて横位に区画している。121 は平行沈線で木葉文が描かれており、地文は撚糸

Rである。124 ～ 135 は地文以外は施文されていない。124 は短沈線の地文を所々で磨り消している。125・

12� が撚糸 R、126 が撚糸 Lを地文とする。128・129 は放射肋のない貝殻による波状貝殻文を地文とする。

130 ～ 135 は放射肋のある貝殻による波状貝殻文を地文とする。

136 ～ 139 は深鉢の底部破片である。いずれも底面は磨かれている。

140 ～ 144 は浅鉢の底部破片である。140 が直前段４条の LR、141 が軸縄不明に２Lを附加、142 は単節

RLである。144 は内外面が赤彩されている。

以上は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも変形爪形文やコンパス文が施されている 44・115 ～ 123 は

比較的に新しい浮島Ｉｂ式に比定できよう。

145 ～ 154 は胎土に繊維を多く含む土器片である。145 ～ 148 は平行沈線で肋骨文が描かれている。149

は２条の平行沈線間に、150 は２条の爪形文間に平行沈線で鋸歯文が描かれている。151 は区画内を斜位の

平行沈線で集合条が施されている。地文は 148・154 が単節 RL、149・152 が単節 LR、153 が附加条 LR＋

2Rである。以上はいずれも黒浜式に比定できよう。

155 は口縁に沿って４本歯の櫛歯文を２条巡らせ横位に区画し、区画内は４本歯の櫛歯文で波状文を描

いている。156 は平行沈線により縦位に区画し、平行沈線で肋骨文を描いている。地文は単節 RLである。

15� は斜位の刻みを付し約 10mmを測る高い隆帯により縦位に区画し、その両脇を平行沈線で縁取っている。

区画内は平行沈線で木葉文が描かれている。158 は浮線文で弧線文が描かれている。155 ～ 158 の土器片の

胎土はいずれも比較的に多く小石を含んでいる。158 は諸磯ｂ式、それ以外も諸磯式の土器片と言えよう。

159 は乳棒状の尖起で部分的に赤彩される。

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ⅰ式期と考えられる。

８号住居跡（第 16・26 ～ 28 図、図版３・15・16）

Ｂ区の東側Ｌ・Ｍ－５グリッドに位置する。北東側に９号住居跡が近接して分布している。北西部は７号

住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。平面形は長軸が4.58ｍ、短軸が3.13ｍの隅丸の不整五角形を呈する。

主軸方位はＮ－ �8°－Ｗを示す。検出面から床面までの深さは約 0.2� ｍを測る。壁面は外傾してやや緩や

かに立ち上がる。床面は全体的に概ね平坦である。床面に著しい硬化部分は認められなかった。

住居内からは４基のピットが検出された。Ｐ３の深さが 0.30 ｍを測る他は、深さ 0.10 ｍ前後で浅い。Ｐ

１とＰ２は住居のほぼ中軸上に並んでおり、深さは浅いが位置的にこの２本が主柱穴を担うと考えられる。

遺物は、縄文土器が 169点で 3,5�5 ｇ、石器が３点で 2.6 ｇ出土した。このうち縄文土器片 43点、石器１点

を図示した。

１～ 12 は深鉢の口縁部破片である。１は口縁に沿って４本歯の櫛歯状工具による４条の波状文を巡らせ

横位に区画している。櫛歯文帯の下には斜位の刻みを付された低い隆帯が巡っている。２～５は口縁に沿っ

て平行沈線文を１～２条以上巡らせて横位に区画している。２は棒状工具による刺突文で縦位にも区画して
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いる。２・３は区画内に平行沈線で鋸歯文を描いており、２が撚糸R、３が無節Ｌを地文とする。４は区画

内に平行沈線で木葉文を描く波状口縁部破片である。６・７は口縁に沿って有節平行線文を１～２条巡らせ

て横位に区画している。６は区画内に平行沈線で３条の波状文を描いている。横位区画と波状文を描く平行

沈線は、約４mmを測る幅狭の半截竹管工具で施されている。７は区画内に円形の隆帯を貼り付けた後に半

截竹管状工具を用いた刺突文で充填している波状口縁部破片である。口唇部には斜位の刻みが付される。８

～ 11 は口縁に沿って爪形文を１～２条以上巡らせて横位に区画している。９は区画内に平行沈線で木葉文

を描き、口唇部には刻みが付される。10 は波状口縁部破片であるが、波頂部が瘤状にふくれた突起を呈し

ている。突起の上面には３条の刻みが付され、突起の正面は指頭で押圧されている。11 は破線状の平行沈

線による線分により縦位に区画し、区画内は平行沈線で波状文が描かれ、口唇部には刻みが付される。また、

１組の補修孔を有する。地文は附加条縄文と思われる。12 は口縁に沿ってコンパス文を２条巡らせて横位

に区画している。区画内は斜位の平行沈線が連続施文されている。口唇部には刻みが付されている。

13 ～ 33 は深鉢の胴部破片である。13 は３本歯の櫛歯文２条の間の空白帯に斜位の刻みを付した低い隆帯

が巡っている。14・15 は３本歯の櫛歯文で横位の波状文が描かれている。13・14 の地文は放射肋のない貝

殻による波状貝殻文で、15 の地文は撚糸Ｒである。16 は２条の平行沈線の間の空白帯に斜位の刻みを付さ

れた低い隆帯を巡らせ横位に区画している。区画内は斜位の平行沈線が連続施文されている。地文は反撚

りＲＲである。1� は平行沈線による横位の波状文が連続施文されている。地文は撚糸文と思われる。18 は

第 26 図　８号住居跡遺物出土状況
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第 27 図　８号住居跡出土遺物（１）
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平行沈線でやや集合化した格子目文が描かれる。地文は放射肋のない貝殻による波状貝殻文である。19 ～

22 は平行沈線で木葉文が描かれている。22 は約４mmを測る幅狭の半截竹管状工具で施された木葉文の余

白部に円形刺突文が施されている。21 は地文は反撚りＬＬである。23 は２条の平行沈線により横位に区画

し、区画内は円形刺突文で充填されている。区画外の地文は放射肋のある貝殻による波状貝殻文である。24

は約 11mm、26 は約 20mmを測る幅広の半截竹管状工具で施された縦位の平行沈線文が連続施文されてい

る。25 は約 16mmを測る幅広の半截竹管状工具で施された斜位の平行沈線文が連続施文されている。2� ～

29 は爪形文により横位に区画している。2� の地文は撚糸Ｌで、28 の地文は放射肋のある貝殻による波状貝

殻文である。29 は斜位の刻みが付された低い隆帯がＴ字状に貼付けられており、隆帯の両脇は爪形文で縁

取られている。縦横の隆帯の交点には円形刺突文が施されている。30は凹型変形爪形文により横位に区画し、

区画内は平行沈線で集合化した菱形文を描いている。地文は、31 が条の太さの異なる LR、32 が撚糸Ｌで

ある。33 の地文は放射肋のある貝殻による波状貝殻文である。

34 ～ 36 は深鉢の底部である。34 は撚糸文が、35 は放射肋のある貝殻による波状貝殻文が底部外面の下

端近くまで施文されている。36 の底面は磨かれている。

以上はおよそ浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも変形爪形文やコンパス文が施されている 12、30 は

比較的に新しい浮島Ｉｂ式に比定できよう。

3�、38 は胎土に繊維を多く含む土器片である。3� は口縁に沿って２条の平行沈線を巡らせて横位を区画

している深鉢口縁部破片である。区画内は平行沈線文で木葉文を描いている。38 は地文に単節 RLを施し

た深鉢の胴部破片である。いずれも黒浜式に比定できよう。

39 ～ 42 は深鉢の胴部破片である。39 は櫛歯文により横位に区画しており、区画内は約４mmを測る幅狭

の半截竹管状工具で施された平行沈線で木葉文を描いている。地文は無節 Lである。40 は斜位の刻みを付

す高めの隆帯により縦位に区画している。隆帯の両脇は爪形文で縁取られ、区画内は爪形文で弧を描かず直

線的な肋骨文が描かれている。41 は附加条ＬＲ＋Ｒ、42 は無節Ｒを地文とする。39 は諸磯ａ式新段階、そ

れ以外も諸磯式の土器片と言えよう。

（44）

3㎝0 （１：１）10㎝0 （１：３）

（38～43）
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43 は縦位の羽状縄文が施された深鉢の胴部破片である。胎土の色調は、他の破片の胎土と比べて一際に

白い。この破片は大木１式に比定できよう。��� （柏山）

44 はチャート製の無茎凹基の石鏃である。残存部の最大長 2.8 ㎝、最大幅 1.� ㎝、最大厚 0.5 ㎝、重量 2.08

ｇである。素材は表面の中央付近に素材の面を残しており剥片素材であると思われる。表面はほぼ面的な加

工が、裏面は前面に加工が施され横断面形が両凸状に仕上げられている。右側辺中位から下位は、剥離面切

り合い関係から再加工が施されており外形がわずかに窪んでいる。� （諸星）

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ⅰ式期と考えられる。

 

９号住居跡（第 29 ～ 31 図、図版３・16・1�）

Ｂ区の東側Ｍ・Ｎ－４・５グリッドに位置する。北側に６号住居跡が、西側に７号住居跡が、南西側に８号

住居跡が近接して分布している。平面形は長軸が 3.29 ｍ以上、短軸が 2.9� ｍの隅丸の不整五角形を呈する。

主軸方位はＮ－ 50°－Ｅを示す。検出面から床面までの深さは約 0.15 ｍを測る。壁面は外傾してやや緩や

かに立ち上がる。床面は全体的に概ね平坦である。床面に著しい硬化部分は認められなかった。

遺物は、縄文土器が 612 点で �,256 ｇ出土した。このうち縄文土器片 60 点を図示した。

１～ 26 は深鉢の口縁部破片である。１は口縁に沿って５本歯の櫛歯文を１条巡らせ横位に区画している。

区画内は５本歯の櫛歯文で波状文を描いている。２～ 13 は口縁に沿った１～２条の平行沈線文により横位

に区画している。２は、横位を区画する２条の平行沈線の間が斜位の平行沈線文の連続施文で充填されてい

る波状口縁部破片である。この横位の文様帯の下は平行沈線により縦位に区画し肋骨文を描いている。３～

６の区画内は平行沈線で木葉文が描かれている。３の口唇部には斜位の刻みがハの字状に付されている。７

の区画内は平行沈線で集合化した菱形文が描かれている。８の区画内は円形刺突文で充填されている。13

の区画内は斜位の平行沈線が施されている。14 は横位の区画が確認できず、口縁部の上端近くまで縦位の

平行沈線文が連続施文されている口縁部破片である。15・16 は口縁に沿った１～２条の有節平行線文平行

線により横位に区画している。15 は横位を区画する有節平行線文と平行沈線文との間を斜位の刻みを付し

たやや高い隆帯が一巡している。16 は口縁に沿って有節平行線文を１条巡らせ横位を区画し、区画内は平

行沈線で横位の波状文を連続施文している。

９号住居
１　7.5YR4/4　褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒子やや少量、ローム

ブロック（φ20～30mm）やや多量。

表土
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第○○図　石岡市北田向第９号住居跡（ 1：60 ）
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1� ～ 23 は口縁に沿って爪形文を１～３条以上巡らせて横位に区画している。1� は非常に小刻みに爪形を

刻んでいる緻密な爪形文によって横位区画と区画内の木葉文を描いている波状口縁部破片である。木葉文を

描く際には、線分の末端部や楕円の屈曲部で半截竹管状工具をやや倒して押圧するなど特徴的な施文をして

いる。18 は横位に区画する２条の爪形文間に斜位の刻みを付す低い隆帯が巡っている。口唇部も斜位の刻

みを付す。19 は横位に区画する低い隆帯の上を爪形文が１条巡っている。区画内は平行沈線で木葉文が描

かれている。20 は口縁に沿った２条の爪形文により横位に区画し、平行沈線により縦位に区画する波状口

縁部破片である。縦位に区画する平行沈線上には円形刺突文が付されている。区画内は平行沈線によって肋

骨文が描かれている。21 は口縁に沿った３条以上の爪形文により横位に区画し、円形刺突文の列によって

縦位に区画している波状口縁部破片である。22 の区画内には沈線で弧線文が描かれている。24 ～ 26 は縦横

の区画文が確認できない。24 は一見して浮島Ⅲ式の三角文に見えるが、腹部に抉りのある貝殻などをロッ

キングして施文したような規則的配列は見られず、棒状工具により横位に刺突したものと考えられる。地文

は６が無節 L、11 が反撚りＲＲ、12 が撚糸 L、23 が単節ＲＬ、25 が撚糸Ｒで、４・５・26 が放射肋のない

貝殻による波状貝殻文である。

2� ～ 50 は深鉢の胴部破片である。2� ～ 30 は櫛歯文で横位の波状文を連続施文している。31 ～ 33 は有

節平行線文により横位に区画している。31 は区画内に平行沈線で横位の波状文が連続施文されている。32

は区画内に有節平行線文で、33 は平行沈線でやや集合化した木葉文を描いている。34・35 は平行沈線で肋

10㎝0 （１：３）
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骨文を描いている。36・3� は平行沈線で木葉文を描いている。38 は平行沈線文を短い線分で破線状に施し

て縦位に区画し、区画内は平行沈線で波状文を描いている。39 は２条以上の平行沈線により横位に区画し

ている。40 ～ 44 は１～２条の爪形文により横位に区画している。40・41 は２条の爪形文間の空白帯に斜

位の刻みを付した低い隆帯が巡る。区画内は 40 ～ 42 は平行沈線で木葉文が、43 は波状文が描かれている。

44 は爪形文を付された低い隆帯が平行沈線に挟まれて横位に区画している。区画内は竹管文で鋸歯文が描

かれている。45 は２条以上の凸型変形爪形文により横位に区画し、区画内は平行沈線で弧線文が描かれて

いる。46 は２列以上のコンパス文により横位に区画している。4� ～ 50 は縦横の区画文が確認できない。地

文は 28・29・31 が撚糸 L、30・33・36・4�・48 が撚糸 R、35 が単節 RL、42 が反撚りＲＲで、39 が射肋の

ない貝殻による波状貝殻文、30・49・50 が射肋のある貝殻による波状貝殻文である。

51 は深鉢の底部破片であるが、外面は横ナデで調整され、底面は磨かれている。

52 は浅鉢の底部破片であるが、外面は底部の下端まで地文の単節 LRが施され、内面は磨かれ赤彩が施

されている。底面も磨かれている。

以上は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも凸型変形爪形文やコンパス文が施されている 45、46 は比

較的に新しい浮島Ｉｂ式に比定できよう。

53 ～ 55 は胎土に繊維を多く含む深鉢の破片である。53・54 は約 4mmを測る幅狭の半截竹管状工具で施

した２条の爪形文を口縁に沿わせて横位に区画している口縁部破片である。55 は爪形文により横位に区画

している胴部破片である。54 が直前段４条の単節 LR、55 が単節 RLを地文とする。これらの土器は黒浜式

に比定できよう。

56 は有節平行線文により横位に区画する深鉢の胴部破片であり、無節 Lを地文とする。5� は浮線文で弧

線文を描く胴部破片である。58 は口縁部がくの字に内折している浅鉢の口縁部破片であり、口唇部に浮線

文で鋸歯文が描かれている。5�・58 は諸磯ｂ式に比定できよう。56 も諸磯式の土器片と考えられる。

59・60 は胎土に金雲母を比較的に多く含む土器片である。59 は口縁部破片で、口縁から隆帯が弧を描き

垂下している。隆帯の上面は連続爪形文が付され、隆帯で区画された内側には沈線文が施されている。60

は沈線で描いた上に口を開いたコの字と下に口を開いたコの字を上下に互い違いに交互刺突文風に配置して

横位を区画している。地文は無節Ｌを縦位に施文した縄文である。この２点は縄文中期初頭の土器片と考え

られる。

本住居跡の時期は、出土遺物から、縄文時代前期後半浮島Ⅰ式期と考えられる。

（２）遺構外（第 32・33 図、図版 19・20）

遺構外の遺物は、縄文土器が 1,654 点で 18,3�� ｇ、石器が 54 点で 4�9.6 ｇ出土した。このうち縄文土器

片 48 点、石器１点を図示した。

１～ 1� は深鉢の口縁部破片である。１は口縁に沿って４本歯の櫛歯文を１条巡らせ横位に区画し、区画

内は４本歯の櫛歯文で波状文を描いている。これらの文様の一部は縦位にナデ消されている。２は口縁に沿っ

て４本歯の櫛歯文で描いた４条以上の波状文を横位に巡らせている。３は１条の平行沈線で横位と縦位に区

画し、区画内も平行沈線で肋骨文を描いている。縦位の区画文には半截竹管状工具による刺突文が重ねて付

されている。地文は単節ＲＬである。４は口縁に沿って平行沈線を１条巡らせ横位に区画し、区画内も平行

沈線で波状文を連続施文している。５・６は平行沈線で木葉文を描いており、地文は撚糸文である。７は平

行沈線により横位に区画し、平行沈線間に斜位の刻みを疎らに付した低い隆帯を１条巡らせている。８は口
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縁に沿って平行沈線を２条巡らせて横位に区画し、区画内は斜位の平行沈線が描かれている。９は口縁に沿っ

て爪形文を２条巡らせて横位に区画し、爪形文間には爪形文を付した低い隆帯が１巡する。10 は口縁に沿っ

て平行沈線を２条巡らせて横位に区画し、爪形文間には爪形文を付した低い隆帯が１巡する。11 は口縁に

沿って爪形文を１条巡らせて横位に区画している。12 は口縁に沿って約 13mmを測る幅広の半截竹管状工

具で施された凹型変形爪形文を２条巡らせて横位に区画している。変形爪形文間には横位の沈線文で描かれ

た短い線分が破線状に１条巡っている。13 は口縁に沿って凹型変形爪形文を３条巡らせている波状口縁部

破片である。14・15 は口縁に沿ってコンパス文を２条以上巡らせて横位に区画している。16 は口縁に沿っ

て指頭で押圧した凹凸文を巡らせて横位に区画している。1� は横位の区画が無く、口縁部の上端まで放射

肋のある貝を用いた波状貝殻文が施されている。

18 ～ 36 は深鉢の胴部破片である。18 は平行沈線で弧線文が描かれている。19 は平行沈線で肋骨文が描

かれている。20 ～ 22 は平行沈線で木葉文が描かれている。22 は余白を円形刺突文で充填している。23、24

は平行沈線文を２～３条以上巡らせて横位に区画している。23 は余白に円形刺突文を施されている。25 は

横位の平行沈線による線分を破線状に施している。26 は短い縦位の平行沈線による線分を破線状に施して

いる。2� は約 13mmを測る幅広の半截竹管状工具による縦位の平行沈線を重複させながら集合条を施して

いる胴部破片である。28 は斜位の平行沈線で集合条を施した後、縦位の沈線を疎らに施している。29 は有

節平行線文２条以上巡らせて横位に区画している。30 ～ 32 は爪形文を１～３条以上巡らせて横位に区画し

ている。32 は爪形文間の空白帯に横位の平行沈線を短い線分で破線状に施している。33 ～ 35 は凸型変形爪

形文を１～３条以上巡らせて横位に区画している。33 は区画内に平行沈線で木葉文を描いている。34 は区

画内に凸型変形爪形文で波状文を描いている。35 は区画内に凸型変形爪形文で集合条を描いている。36 は

地文として撚糸文が見られる。これ以外のこれら胴部破片の地文は、18・20・21・24 が撚糸文、23 が縄文、

29 が放射肋のない貝殻による波状貝殻文、31 が放射肋のある貝殻による波状貝殻文である。

3� ～ 39 は深鉢の底部破片である。3� は底面に織物の圧痕がある。38 の底面は平行沈線が疎らに施され

ている。39 は底部がややくびれ、底面は磨かれている。

40 は浅鉢の底部破片である。外面は底部の下端近くまで地文の縄文が施され、内面は磨かれている。

以上はおよそ浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。中でも凸型変形爪形文やコンパス文が施されている 12 ～

15・33 ～ 35 は比較的に新しい浮島Ｉｂ式に比定できよう。ただし、凹凸文が見られる 16 は浮島Ⅱ式が妥

当と考える。

41 ～ 43 は胎土に繊維を多く含む土器片である。41 は口縁に沿って爪形文を３条巡らせて横位に区画し

ている波状口縁の深鉢の口縁部破片である。42 は口縁に沿ってコンパス文を１条以上巡らせて横位に区画

している深鉢の口縁部破片である。43 は縄文を地文とした深鉢胴部破片である。地文は 40・41・43 が単節

RLである。いずれも黒浜式に比定できよう。

44 は平行沈線で格子目文を描く深鉢胴部破片である。格子の交差点には円形刺突文が施されている。地

文は単節 LRである。45 は刻みの付された隆帯により横位に区画する胴部破片である。地文は単節RLであ

る。46 は浮線文で弧線文を描く胴部破片である。4� はほぼ水平に肩部が張っている浅鉢の胴部破片である。

肩部には爪形文が巡っており、内外面は磨かれている。地文は単節RLである。45 ～ 4� は諸磯ｂ式、44 も

諸磯式の土器片と言えよう。

48 は折り返し口縁の下側縁にキャタピラ文を施し、その下方に沈線による鋸歯文を沿わせて巡らせた波

状口縁の深鉢の口縁部破片である。これは勝坂式の土器と言えよう。
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第 32 図　遺構外出土遺物（１）
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49 は雲母片岩製の片刃石斧である。最大長 13.9 ㎝、最大幅 4.5 ㎝、最大厚 2.5 ㎝、重量 203.2 ｇである。

やや浅い角度で作り出された分厚い刃部は研磨されている。石材の雲母片岩は筑波山麓系と考えられる。

なお旧石器の剥片が１点出土しているが、これについては第 4章にて詳述している（第 44 図２）。

第 33 図　遺構外出土遺物（２）
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３−４　時期不明

土坑はＡ区の南側に集中して 13 基、Ｃ区の南側から１基が検出されている。そのうち半数以上の土坑の

覆土内からは遺物が出土しており、住居跡と同じ縄文時代前期の土器が主体を占める。しかし、これらの土

坑の覆土と住居跡の覆土とは全く異なっている。出土した遺物は、これらの土坑と近接した位置にある同じ

Ａ区の１～４号住居跡などを由来とする流れ込みと考えるのが妥当であろう。またこれらの土坑は、調査以

前は耕作地として使用されていたＡ区において隣接する耕作地との境界線に当たる調査区南辺に沿うように

分布している。Ａ区および周辺の耕作地は近代以降に開墾されたとの事だが、それ以降の農耕活動に伴って

掘削された比較的に新しい掘り込みである可能性もあろう。

（１）土坑

１号土坑（第 34 図、図版３）

Ａ区の南東側、Ｇ－５グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の全

体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 0.81�ｍ以上、短軸 0.63�ｍ、深さは 0.48�ｍで

ある。主軸方位はN－ 10°－Wを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦であ

る。覆土は２層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が３点出土しているがいずれも小片であり、図示し得るものはな

かった。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

２号土坑（第 34 図、図版３）

Ａ区の南東側、Ｇ－５グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、長軸 1.5��ｍ、短軸 1.33�ｍ、深さは 0.25

～ 0.31 ｍである。主軸方位はN－ 23°－ Eを示す。断面形は逆台形状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面

１号土坑
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子、

ロームブロック（φ10mm）やや少量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ30～70mm）やや多量。

２号土坑
１　7.5YR3/1　黒褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子少量。
２　7.5YR3/1　黒褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子、

ロームブロック少量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブ

ロックやや少量。
４　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ロームブロックやや多量。
５　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ロームブロックやや多量。
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第 34 図　１・２号土坑



－ 44 － － 45 －

は概ね平坦である。覆土は５層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が 15 点出土しているがいずれも小片であり、図示し得るものはな

かった。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

３号土坑（第 35 図、図版３・18）

Ａ区の南東側、Ｇ－５グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の全

体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 1.02�ｍ、短軸 0.33 ｍ以上、深さ 0.30�ｍであ

る。主軸方位はN－ �4°－ Eを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦である。

覆土は３層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が２点出土しているがいずれも小片であり、図示し得るものはな

かった。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

４号土坑（第 35・36 図、図版４）

Ａ区の南東側、Ｇ－５グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の全

体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 0.56�ｍ、短軸 0.40 ｍ以上、深さ 0.16 ～ 0.16

ｍである。主軸方位はN－ 82°－Wを示す。断面形は逆台形状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね

平坦である。覆土は２層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が７点で 109 ｇ出土した。このうち縄文土器片１点を図示した。図

示した破片は深鉢の波状口縁部破片であり、有節平行線文により横位と縦位に区画している。波頂部の先端

は内面方向に瘤状に膨らんでいる。地文は無節 Lである。この破片は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。

遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

３号土坑
１　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性ややなし、しまりあり。ロームブロック（φ

50mm）多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性なし、しまりややなし。ローム粒子少量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性なし、しまりややあり。ロームブロック（φ

10～20mm）やや多量。

４号土坑
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややあり、しまりややなし。ローム粒子、

ロームブロック（φ20～50mm）やや多量。
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第 35 図　３・４号土坑



－ 44 － － 45 －

５号土坑（第 3� 図、図版４）

Ａ区の南東側、Ｇ・Ｈ－５グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構

の全体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 1.02 ｍ、短軸 0.2��ｍ以上、深さ 0.15 ～ 0.30

ｍである。主軸方位はN－ �4°－Wを示す。断面形は逆台形状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね

平坦である。覆土は５層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は出土していない。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出

来なかった。

６号土坑（第 3� 図、図版４）

Ａ区の南東側、Ｈ－５グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の全

体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 1.22 ｍ、短軸 0.39 ｍ以上、深さ 0.16 ～ 0.36

ｍである。主軸方位はN－ �9°－Wを示す。断面形は逆台形状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね

平坦である。覆土は５層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が２点出土しているがいずれも小片であり、図示し得るものはな

かった。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。
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第○図　SK04出土遺物

第 36 図　４号土坑出土遺物

第 37 図　５・６号土坑

５号土坑
１　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性ややなし、しまりあり。ロームブロック（φ

50～70mm）多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子、

ロームブロック（φ10～20mm）やや少量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子少量。
４　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ20～30mm）やや多量。
５　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性ややあり、しまりややなし。ローム粒子、

ロームブロック（φ20～30mm）やや少量。

６号土坑
１　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性ややなし、しまりあり。ロームブロック（φ50mm）

多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性なし、しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ

ク（φ10mm）少量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロック

（φ20～40mm）やや少量。
４　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性ややあり、しまりややなし。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ10～30mm）やや多量。
５　7.5YR3/3　暗褐色土　　　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロック

（φ20～40mm）多量。
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７号土坑（第 38 図、図版４）

Ａ区の南西側、A－３グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の

全体を把握することはできなかったが、平面形は隅丸長方形で、長軸 1.22 ｍ、短軸 0.36 ｍ以上、深さ 0.34

ｍである。主軸方位はN－ �2°－Wを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦

である。覆土は４層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は出土していない。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出

来なかった。

８号土坑（第 38 図、図版４）

Ａ区の南西側、A－３グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の

全体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 0.80 ｍ、短軸 0.38 ｍ以上、深さ 0.29 ～ 0.35

ｍである。主軸方位はN－ �2°－Wを示す。断面形は逆台形状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね

平坦である。覆土は４層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は出土していない。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出

来なかった。

９号土坑（第 38 図、図版４）

Ａ区の南西側、B－３グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の全

体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 0.�� ｍ、短軸 0.39 ｍ以上、深さ 0.23 ｍである。

主軸方位はN－ 80°－Wを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦である。覆

土は４層に分けられ、自然堆積であろう。遺物は出土していない。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況から

は本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

７・８・９号土坑
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりなし。ローム粒子、ロームブロック

（φ30～50mm）多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性なし、しまりややなし。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ30～50mm）やや多量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ

ク（φ10～20mm）少量。
４　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ

ク（φ10～20mm）やや少量。
５　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりなし。ローム粒子少量。
６　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややなし。ローム粒子、ロームブロッ

ク（φ10～30mm）やや多量。

７　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ
ク（φ10～20mm）少量。

８　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ
ク（φ10～20mm）やや少量。

９　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性なし、しまりややなし。ローム粒子、ロームブ
ロック（φ10～20mm）少量。

10　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子、ロー
ムブロック（φ10～20mm）やや多量。

11　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややなし、しまりあり。ローム粒子やや多量、
ロームブロック（φ10～30mm）多量。
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10 号土坑（第 39・40 図、図版４・18）

Ａ区の南西側、B－４グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構の全

体を把握することはできなかったが、平面形は楕円形で、長軸 1.20 ｍ、短軸 0.61 ｍ以上、深さ 0.63 ｍである。

主軸方位はN－ �4°－Wを示す。断面形は椀形状で，壁はやや緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦であ

る。覆土は２層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が３点で 265 ｇ出土した。このうち縄文土器片１点を図示した。図

示した破片は深鉢の口縁部破片であり、口縁に沿って平行沈線を２条巡らせ横位を区画し、１条の平行沈線

により縦位に区画している。区画内は平行沈線で木葉文を描き、余白部を円形刺突文で充填している。地文

は撚糸文である。この土器片は浮島Ⅰ式の土器に比定できよう。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは

本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

10号土坑
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ30～50mm）やや多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子やや多量、

ロームブロック（φ30～50mm）多量。

11号土坑
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子少量、ロームブ

ロック（φ10～30mm）やや多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ

ク（φ10～30mm）少量。

表土

1

2

2
1

10号土坑 調査区域外

11号土坑

29.00m
A

AA A'A'

A' 29.60m
A

A A'

A'

0 1m（1:40）

第○○図　石岡市北田向第７～12号土坑（ 1：40 ）

第 39 図　10・11 号土坑

10㎝0 （１：３）

出土地点遺構
：SK10
遺物実測番号
：№1184

2

第○図　SK10出土遺物

第 40 図　10 号土坑出土遺物
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11 号土坑（第 39 図、図版４）

Ａ区の南西側、B・Ｃ－３・４グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長軸 1.�1 ｍ、短軸 1.10 ｍ、深さ 0.15

～ 0.20 ｍである。主軸方位はN－ 64°－ Eを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概

ね平坦である。覆土は２層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は出土していない。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出

来なかった。

12 号土坑（第 41・42 図、図版５・18）

Ａ区の南西側、Ｃ－４グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長軸 1.60 ｍ、短軸 1.06 ｍ、深さ 0.15 ～ 0.22

ｍである。主軸方位はN－ 9°－ Eを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦

である。覆土は２層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が 49 点で 459 ｇ出土した。このうち縄文土器片１点を図示した。

図示した遺物は深鉢の胴部破片であり、凸型変形爪形文２条で縦横を区画している。区画内は斜位の凸型変

形爪形文が施されている。この土器片は浮島Ⅰｂ式に比定できよう。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況か

らは本遺構の帰属時期を特定することは出来なかった。

10㎝0 （１：３）
3

第○図　SK12出土遺物

第 42 図　12 号土坑出土遺物

12号土坑
１　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子、

ロームブロック（φ10mm）やや多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややなし、しまりややあり。ローム粒子、

ロームブロック（φ10mm）少量。

攪乱 11

2

12号土坑

29.60m
A

A A'

A'

0 1m（1:40）

第○○図　石岡市北田向第７～12号土坑（ 1：40 ）

第 41 図　12 号土坑
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13 号土坑（第 43 図、図版５）

Ａ区の南西側、Ｃ・Ｄ－４グリッドに位置する。南側の半分近くが調査区外に伸びている。このため遺構

の全体を把握することはできなかったが、平面形は隅丸長方形で、長軸 3.43 ｍ、短軸 1.02 ｍ以上、深さ 0.1�

～0.3�ｍである。主軸方位はN－�4°－Wを示す。断面形は箱形状で，壁は垂直に近くやや急に立ち上がる。

底面は概ね平坦である。覆土は４層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は出土していない。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出

来なかった。

14 号土坑（第 43 図、図版５）

Ｃ区の西側、Ｑ－７グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長軸 1.13 ｍ、短軸 0.69 ｍ、深さは 0.16 ～ 0.19

ｍである。主軸方位はN－ 6�°－Wを示す。断面形は皿状で，壁は緩やかに立ち上がる。底面は概ね平坦

である。覆土は５層に分けられ、自然堆積であろう。

遺物は流れ込みと考えられる縄文土器が 10 点出土しているがいずれも小片であり、図示し得るものはな

かった。なお旧石器の両極剥片が１点出土しているが、これは流れ込みと判断し、後述の第４章にて詳述し

ている（第 44 図１）。遺構の形状や覆土、遺物の出土状況からは本遺構の帰属時期を特定することは出来な

かった。� （柏山）

13号土坑
１　2.5Y7/6　 明黄褐色土　粘性ややあり、しまりややなし。ロームブロッ

ク（φ50～80mm）多量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　　粘性・しまりややなし。ロームブロック（φ50

～80mm）少量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ10～30mm）やや少量。
４　7.5YR3/3　暗褐色土　　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブ

ロック（φ10～30mm）やや多量。

14号土坑
１　7.5YR3/1　黒褐色土　粘性・しまりややあり。ローム粒子、ロームブロッ

ク少量。
２　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子、ロームブ

ロックやや多量、焼土粒子やや少量。
３　7.5YR3/3　暗褐色土　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒子、ロームブ

ロックやや少量。

攪乱

表土

1

2

3

4

3

4

攪乱 表土

表土

攪乱

1

2

攪乱

3

13号土坑
調査区域外

14号土坑

29.60m
A

A A'

A' 29.30m
A

A A'

A'

0 1m（1:40）

第○○図　石岡市北田向第13・14号土坑（ 1：40 ）

第 43 図　13・14 号土坑
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第４章　総括
1. 後期旧石器時代に帰属すると推定される２点の石器について

第 44 図１（図版 20）は黒色安山岩製の両極（剥離された）剥片である。素材の主要剥離面は、表面左位

の方向に位置するが折れており、末端も直交方向からの両極剥離により欠損している。裏面の先端部右位に

礫面が若干残されている。両極剥離は、素材の両側辺に残されており、縁辺部の剥離痕の特徴から直接両極

技術（direct bipolar technique:Van Der Drift 2012p14) によると思われ、複数回の両極剥離が残されている。

裏面には上位から両極剥離によると思われる縦長の剥離痕が残されている。石材は石質から判断すると、夾

雑物が少なく、肌理が細かく節理が発達していない。

第 44 図２（図版 20）は黒色安山岩製の剥片である。剥片の先端辺が部分的に欠損しているが、背面は礫

面が 50％以上残されているが磨滅していることから河床由来の原石であると推定され、腹面の打点と同一

方向と対向方向からの剥離面がそれぞれ１面ずつ残されている。この剥片の剥離はハンマーと石核の接点が

少ない接線方向への腕の振りおろし動作で実施されたと推定され、その結果として打面は形成されず打点の

破砕痕のみが残され、バルブの発達は弱い。剥片は薄く周辺は鋭角である。便宜的な刃部を持つ道具として

使用された可能性がある。石材の石質は、夾雑物が少なく、肌理が細かく節理が発達しておらず、部分的に

長石と思われる夾雑物が含まれている。

後期旧石器時代に帰属すると推定される石器を２点掲載した。これらは黒色安山岩製の両極剥片と剥片で

ある。石材の原産地は、肉眼による観察では群馬県利根川上流域、あるいは武尊山の石質とは異なり細粒で

あり、夾雑物も少ない。黒色安山岩の原産地として他に可能性のあるものは、群馬県と長野県の県境に位置

する八風山、あるいは栃木県の武子川流域の可能性も考慮されよう。

これらの石器は、両極剥片は便宜的使用による利器であり、剥片も素材もしくは便宜的使用で適用される。

従って、これらの石器に関する型式、年代的帰属を説明することは困難であると思われので、後期旧石器時

代に帰属するという大枠に位置づけておきたい。 （諸星）

2. まとめ

今回の調査では、縄文時代の住居跡９軒、時期不明の土坑 14 基が検出された。ここでは成果の主体とな

る縄文時代前期の住居跡９軒について若干の整理を加えることで総括としたい。

９軒の住居から出土した大量の土器片は、いずれも大きく分けて２つの時期の遺物から構成されているよ

うである。一つは諸磯ａ式に並行する浮島Ⅰ式に比定できる土器群である。もう一つは諸磯ｂ式に並行する

浮島Ⅱ式に比定できる土器群である。したがって出土遺物に年代幅は認められるものの、９軒の住居跡はい

ずれも縄文時代前期後半の浮島式期の住居跡と大まかに位置付ける事ができよう。

この９軒の住居跡内では出土遺物に大差は無く、遺物から住居間の先後を論じる事は出来ない。また、住

居跡間の重複関係も限られている。しかしその数少ない重複関係である「２号住居跡→３号住居跡」「７号

住居跡→６・８号住居跡」という２組の重複関係からは、東西方向に長軸を持つ平面形の住居跡が後出する

傾向の存在する可能性を指摘しておきたい。

９軒の住居跡の空間的な分布状況を見ると、分布の粗密に偏りが存在している。20 ｍ弱の距離を置いて、

西寄りに１～５号住居跡が、東寄りに６～９号住居跡が比較的密に分布している。両者の間の 20 ｍ弱の幅

で住居の空白地が存在するのは、恐らく、そこに存在する浅く狭い小さな谷の影響であろう。東寄りの一群
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より東側は北田向の舌状台地の東端であり園部川に向かって低く下っている。ここまでが集落の東端と考え

られる。西寄りの一群より西側については、４号住居跡の遺存状態の劣悪さから推察されるが、本調査区の

西側は全体的に自然的あるいは人為的に削平されている可能性がある。したがって、さらに西側にも住居跡

が分布していたかもしれない。

時間的な分布状況を見ると、住居跡は言うまでもなく、遺構外から出土した遺物に関しても、浮島式期に

帰属するものが大半を占め、それ以外の時期の遺構も遺物もほとんど無い事は注目すべきであろう。その点

で、遺構外出土遺物ではあるものの、図示した石斧（第 33 図 49）もまた浮島式期に属する可能性が高いと

考えられる。浮島式期の石器は報告事例が少ないが、それは当該期の石器がこのように身近で入手できる在

地の石材を使って最低限の加工であっさりと製作されたものであり、これまでの調査では石器と認識されず

報告から漏れていた可能性も考えられよう。

本調査でその一端が明らかとなった縄文時代前期後半・浮島期の集落の消長や石器のあり方については、今

後の北田向遺跡分布範囲内や周辺での調査を通じて更なる資料の蓄積によって徐々に明らかになっていくも

のと期待したい。� （柏山）
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第 44図　旧石器時代出土遺物
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調査区全景（西から）

調査区全景（垂直、南から）

図版１
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２号土坑（東から）

１号土坑（北から）

７号住居跡完掘（東から）
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名 

ふ り が な  
所 在 地

コード

北 緯
°′″

東 経
°′″

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

北
きただむかいいせき

田向遺跡 茨
いばらき

城県
けん

石
いし

岡
おか

市
し

山
やま

崎
ざき

2282 番 2 ほか
08463 102

36°
14′
42″

140°
16′
33″

2015.7.29
～

2015.9.28
905 ㎡ 道路建設工事

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

北田向遺跡 集落跡

縄文時代 竪穴住居跡９軒 縄文土器 石器

竪穴住居跡から浮島Ｉb ～
Ⅱ式土器を主体に諸磯 a・
b 式が出土した。
このほかに黒浜式と中期
初頭の土器が若干みられ
た。

時代不明 土坑１４基

要　　約

本遺跡は、園部川西岸に沿う台地の東端の、標高が 28.0 ～ 29.6m 程である台地の平坦部に位置する。発掘調
査の結果、出土遺物から縄文時代前期に属すると考えられる竪穴住居跡が９軒、時期不明の土坑１４基が検出
された。

縄文時代前期の住居跡は、調査区の中央に比較的集中して分布している。いずれの住居跡も耕作や根による
撹乱を受けており、２軒で炉が検出され、１軒で柱穴が検出された他は、住居内施設遺構は検出されなかった。

土坑は、覆土から比較的に新しい遺構であると判断でき、主に近世以降の芋穴等と考えられる。
調査区内で出土した遺物は、遺構外のものも含め、その大半を縄文時代前期浮島式の土器片が占めている。
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